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日本のオゴノリ科
(寄生藻属を除く)

オゴノ リ科は世界各地に分布し，食用や寒天の原料として採

取 ・養殖される有用海藻である。日本で24種が知られており，

フシクレノ リ (写真 8)に寄生するフシクレタケ Cong/・acilaria

babae Yamamotoを除く 3属 23種を掲載した。なお，本科の

属レベルの分類は研究者によって見解が異なる。ここでは最新

の報告に従い，オゴノリ属 Gracilariaとともに GraciLαriopsis

とHydropuntiaを属として扱った。

で区別される。シンカイカパノ リ(写真 15)はカパノ リ(写真

16)に似るが，大型の髄層細胞と査状の精子襲を持つ点，生育

水深が30m前後と深いJ点、でー区別される。なお， ヒメク ビレオ

ゴノリ(写真 2)は沖縄島より，ホソカパノリ(写真 18)は種

子島より日本新産として近年報告された。

Gracilariopsis (写真 19-20)は，精子襲が体表面に散在す

る型を皐し，横断糸を持たないことで区別される。セイヨウオ

ゴノリ(写真20)は髪の毛のように密生する末端枝を持つが，

日本産種については再検討を要する。HydめI

オゴノリ属 (写真 1-18)は，精子繋がilll状か壷状を呈 し，

嚢果内部に横断糸を持つ点で、区別される。円柱状(写真 1-10)

と葉状(写真 11-18)の外形に分けられるが，系統的な関連は

見られない。EI本や韓国に生育するシラモ(写真6)の学名は，

最近の報告で Gracilariaparvispora Abbottの名前が充てられ

た。東京湾で見られるベニオゴノリ(写真7)はツルシラモ(写

真 19)に似るが，壷状の精子襲を持つ点、で区別される。東京

湾や伊豆半島で見られるシモダオゴノ リ(写真9)はクビレオ
ゴノリ(写真 3) と混同されていたが，張状の精子嚢を持つ点

23)は，精子嚢が多穴状を呈し， 横断糸が嚢果下部に限定され

る点で、区別される。モサオゴノリ(写真 23)にはハワイに生育

する Gracilariacoronopifolia 1. Agal・dhの学名が充てられて

きたが，精子嚢の構造が異なるため別種である。現在，東南ア

ジアの近縁種を含めた分子系統解析を行っており，近い将来分

類学的位置を確定する予定である。

(鹿児島大学水産学部寺田竜太)

l. G/・acilariα arcua的 Zanardini ユミガタオゴノ リ (ìrl '~JU県金武111]" ， 生材料)
2. Gracilaria articulata Chang et Xiaヒメクビレオゴノリ(沖制県金武111]"，生材料)
3. Gracilaria blodgeltii Harv巴y クビレオゴノ リ (j'l'縦県長~ft~IIIJ， 生材料)
4. Gracilariajirma Chang et Xiaナンカイオゴノリ(j'l'制県金武IIIJ，生材料)
5. GI・acilariagigas Harveyオオオゴノリ (ii浄岡県南伊豆町，~pし葉桜本)
6. Gracilaria parvispora Abbottシラモ(鹿児島県南九州市，生材料，Gracilaria 
bursa-pastoris auct. japon.) 
7. Gracilaria rhodocaudata Yamamoto et Kudoベニオゴノリ(千葉県木更津市，押し
葉総本)

8. Gracilaria sa/icornia (c. Agardh) Dawsol1フシクレノリ(j'I'縦県金武IlIJ，生材料)
9. Gracilaria shimodensis Terada et Yamamotoシモダオゴノリ(千葉県自¥'iLlJfll，生材料)
10. Graci/aria verl'niculophylla (Ohl叩)Papenfussオゴノリ(鹿児島県出水市，生材料，
Gracilaria verrucosa auct. japol1.; Basionym: Gracilariopsis vermiculophylla Ohmi 
オゴモドキ)

11. Gracilaria cuneUo/ia (Okamura) Lee巴tKurogiキヌカパノリ(千葉県DEiLl-'市，押し葉
標本，;1七大迎J'9iii':武)
1ロ2.Gr，κra百正αIぽ凶凶cilザlaωnω正αl111CαIIυrv附αfωaOkamu凶raミゾオゴノリ (鹿児I白;県脱児，1.;;
l臼3.Gracilaria pllllctata (Okamura) Yamadaイツツギヌ(鹿児島県南大隅町， 生材料)
14. GI・acilariasrilankia (Chang et Xia) Withell， MiJlar巴tKraftムラサキカパノリ(鹿児
島県中華fi子111]"，~t材料)
15. Graci/aria sublittoralis Yamada巴tSegawaシンカイカパノリ(手1:1歌山県白浜IlIJ，押し
薬品切三)

16. Gracilaria te.λtorii (Suringar) Hariotカパノリ(鹿児烏県長島IlIJ，生材料)
17. Gracil，正u'iavieillardii Silvaトゲ、カパノリ(i中制県八重瀬IlIJ，抑し築標本)
18. Gracilaria yamamotoi Zhang et Xiaホソカパノリ(鹿児島県中種子IIIJ，生材料)

19. Gracilariopsis chorda (Holm巴s)Ohmiツルシラモ (大分県宇佐1'11，生材料，Basionym: Gracilaria cfωrdaHoLmes) 
20. Graci/αriopsis lemaneUonnis (Bory) Dawsol1， Acleto et Foldvikセイヨウオゴノリ(高知県土佐市， ~IIし葉桜木， Synol1ym: Gracilaria 
lemane(formis但ory)Greville) 
21. Hydropuntia edulis (Gmelin) Gurgel et Fredericqカタオゴノリ(i中制県うるま1'11，生材料，Synonym: Gracilaria edulis (Gmelin) Silva) 
22. Hydropuntia eucheurnatoides (Harv巴y)Gurgel et Fredericqリュウキュウオゴノリ(i巾縄県宮古島市，生材料， Basionym: Gracil，αria 
ellc加 ul1loidesHarvey) 
23. Hydropuntia spモサオゴノリ(鹿児島県指宿市，生材料，GI・acilariacorollopijolia auct. japon.) 

機|長l名のない磁の傑本は(生材料は押し葉桜本として)鹿児島大学水産学部所蔵




